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2025 年８ 月 29 日 

各 位 

 

会 社 名 株式会社芝浦電子  

代 表 者 名 代表取締役社長社長執行役員 葛西 晃 

（ コ ード 番号 ６ ９ ５ ７  東証スタ ンダード 市場）   

問 合 せ 先 執行役員経営管理部長 星ノ 谷 行秀 

電 話 番 号 ０ ４ ８ －６ １ ５ －４ ０ ０ ０   

 

YAGEO El ect roni cs Japan 合同会社によ る 当社株式に対する  

公開買付けに関する 当社の検討状況について 

 

当社は、 YAGEO El ectroni cs Japan 合同会社（ 以下「 YAGEO El ect roni cs Japan」 と いいます。） によ る

当社普通株式に対する 公開買付け（ 以下「 YAGEO 公開買付け」 と いいます。） に関する当社の検討状況に

関し て、 以下のと おり お知ら せいたし ます。  

 

当社は、 2025 年７ 月８ 日付「 YAGEO Corporat i on と の追加面談の実施（ 予定） 及び YAGEO Corporat i on

に対する追加質問送付に関する お知ら せ」 でお知ら せいたし まし たと おり 、 2025 年６ 月 18 日に、 YAGEO 

Corporat i on（ 以下「 YAGEO」 と いいます。） と のシナジーの検証に関する２ 回目の面談（ 以下「 第２ 回面

談」 と いいます。） を実施いたし まし た。 第２ 回面談の中で、 当社は、 YAGEO から 当社に対し て台湾にお

ける３ 回目の面談（ 以下「 第３ 回面談」 と いいます。） のご提案をいただき 、 当社と し ても 、 YAGEO と の

シナジーの検証には更なる対話・ 情報交換の機会が必要であると 考えたこ と から 、 2025年７ 月17日及び

18 日に台湾にて第３ 回面談を実施いたし まし た。 また、 第３ 回面談において、 当社は、 YAGEO と 協議の

上、 当社と YAGEO と のシナジーについて、 より 詳細な検証を行う ために、 相互の工場見学を実施する こ

と を合意し 、 2025 年８ 月 19 日及び 2025 年８ 月 20 日に台湾を訪問し 、 YAGEOの高雄にある MLCC及び抵

抗器製造施設の見学やシナジーの検証のための４ 回目の面談（ 以下「 第４ 回面談」 と いいます。） を実施

いたし まし た。 さ ら に、 2025 年９ 月４ 日には、 YAGEO が当社のタイ 工場を見学するこ と を予定し ており

ます。  

 

こ れら の面談等を通じ た YAGEOと のシナジーに関する検証と 並行し て、 当社は、 YAGEO公開買付け後の

事業運営や経営体制、 取引先や従業員の取扱い等の当社が重要と 考える諸条件について YAGEO と の協議

を行っており ます。 具体的には、 YAGEO 公開買付け後の事業運営方針等について、 質問状等のやり 取り

や意見表明報告書における公開買付者に対する質問と 対質問回答報告書での回答を通じ て YAGEO の意向

を確認し て参り まし たが、 当社は、 YAGEO と のシナジーを実現するためにも 、 こ れまでの対話を踏まえ

た YAGEO 公開買付け後の事業運営方針等に関する事項について合意形成（ 以下「 YAGEO 合意」 と いいま

す。） するこ と が、 当社の YAGEO公開買付けに対する意見表明において非常に重要であると 考えており ま

す。  

 

そこ で、 当社は、 YAGEO と のシナジーの検証や外国為替及び外国貿易法の承認の取得状況に加え、

YAGEO合意によ って、 当社の企業価値の源泉と なっている各ステーク ホルダーと の関係を含めYAGEO公開

買付けによ り ディ スシナジーが生じ ず、 シナジーが実現できる 体制構築が可能である こ と を確認し た上

で、 当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し 又は向上さ せる かと いう 観点から 、 YAGEO 公開買

付けに対する当社の意見を改めて表明する予定です。  

 

当社の株主の皆様におかれまし ては、 当社が行う 予定の YAGEO 公開買付けに対する意見表明及び当社

から 開示さ れる 情報に引き続きご留意いただき、 それら の情報開示を踏まえた上で YAGEO 公開買付けへ

の対応をいただきますよう 、 お願い申し 上げます。  

以 上 


